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１．はじめに 

ペットボトルトラップは水田を荒らさず，かつ評価者によらず定量的な評価がしや

すい点が特徴とされる 1)．学術調査にも用いられ 1), 2)，現場レベルの生物多様性評価の

ためのマニュアル 3)にも魚類調査への利用解説がなされている．ペットボトルトラッ

プ（以下，トラップ）は様々な生物群・生物種を採捕できるが，主に魚類調査への利用
2),3)やその場合の適用性の検討例 4)などがみられる．誘引剤としてはさなぎ粉を用いた

例が多いが 1)～3)，誘引剤の有無や種類による差異などについては不明点も多い．そこ

で本研究ではカエル類幼生調査への利用を目的に，誘引剤に関して複数水準を設けた

予備的現地実験を実施したのでその結果を報告する．

２．材料と方法 

現地実験は，茨城県 T 市内，地形勾

配約 1/30 の Y 地区で数年来有機水稲栽

培を実施している水田群のうち，実験

時には苗代利用されていたほ場 2 枚（以

下，ほ場 A，B）で実施した．ほ場 A,B

はともに概ね 25m×5m の大きさで，中

央やや山側のごく一部が苗代利用され

るほかは，湛水面は上方に開放されて

いた．トラップ設置箇所は，各々谷側長

辺の畦畔沿いに概ね等間隔の 4 箇所ず

つ（以下，各々箇所 a～d，e～h）とし

た．各箇所では誘引剤に関する 3 水準

のトラップを約 20cm 間隔で，平行かつ

ランダムの並び順で，入口は全てほ場

内側に向けて設置した（図 1）．誘引剤

に関する 3 水準は，無しおよび 2 種の

練り餌（市販品．表 1）とした．練り餌

は直径約 2cm の球状に丸めて市販お茶

パックに封入して用いた．現地実験は，

2022 年 6 月 9～10 日にほ場 A で，6 月 15～16 日にほ場 B で実施し，各々初日 16 時頃

に設置し，翌日朝 9 時半頃に回収した．設置中の天候は晴天で安定し，設置時には各

箇所の水温および水深を測定した．
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図 1 各箇所におけるトラップ設置例  

Example of traps installation at each location 

表 1 誘引剤の主原材料  

Main raw materials of the attractants 

練り餌 1  マッシュポテト，小麦グルテン

練り餌 2 

パン粉，魚粉加工品，煎りぬか，菓子粉，

酵母，糟糠類，香辛料，オキアミ粉末，

さなぎ粉
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３．結果と考察 

カエル類幼生の採捕結果を表 2 に示

す．多くはシュレーゲルアオガエル

Zhangixalus schlegelii，一部はニホンアカ

ガエル Rana japonica，判別に至らない個

体であり，これらをまとめて計数した．

ほ 場 A で は ア メ リ カ ザ リ ガ ニ

Procambarus clarkii も混獲された（表 3）． 

カエル類幼生の採捕結果について，3

水準を比較（対応のある一元配置分散分

析）すると，ほ場を区別しない場合（被

験者数 8），区別した場合（各被験者数 4）

とも有意差は無かった．水準毎の総採捕数では魚

粉やさなぎ粉など動物性成分を含む練り餌 2（表

1）が最多を示したものの，本現地実験結果からは

差は確認できなかった．また，総採捕数の上では，

餌なしが練り餌 1 を上回った．練り餌 1 が忌避さ

れるような特段の理由は考え難いことから，この

程度の数的差異は誤差の範疇にあるものと推察さ

れる．このことは餌なし（誘引剤無し）のトラップ

設置であってもカエル類幼生の採捕は十分に可能であることを示す．したがって，採

捕個体の胃内容物を調べたい場合等，調査の目的によっては誘引剤の使用・不使用や

種類を検討することも意義あるものと考えられる．  

本現地実験では傷ついた幼生や遺骸などはみられず，ほ場 A の採捕結果をアメリカ

ザリガニ混獲の有無により 2 群に区分して比較したところ，2 群間に有意差はみなか

った（マン・ホイットニーの U 検定）．しかし，夜間にはアメリカザリガニが採捕され

やすいとされるため 5），アメリカザリガニが混獲される水田でトラップ採捕を実施す

る場合には，調査の目的によってはそれによる影響を検討する必要がある．   
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表 2 カエル類幼生の採捕結果と設置環境  

Captured tadpoles and environmental condition 
 

ほ場 箇所 餌なし 練り餌1 練り餌2 ⽔深cm ⽔温℃

A

a 0  0  1  13  25.7

b 1  0  0  19  26.2

c 0  1  6  13  25.7

d 9  5  6  13  25.7

計 10 6 13 − −

B

e 2  2  7  9  20.7

f 1  1  1  9  20.4

g 3  1  0  10  20.5

h 1  2  8  12  20.2

計 7 6 16 − −

表 3 混獲されたアメリカザリガニ  

Bycatched American crayfish 
 

箇所 餌なし 練り餌1 練り餌2

a 1 0 1

b 1 0 1

c 0 1 1

d 0 0 2

計 2 1 5
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